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　「 Ｏ Ｐ ヨ ッ ト 大 会 I N 
KATSURAHAMA（西日本大
会）」が７月２日〜同３日、
勝浦浜漁港で開かれました。
　この大会は、宗像市と福
津市が共同で進めている市
境の勝浦浜漁港での海洋性
スポーツ普及推進事業の一
つとして、両市の共催で開
催。Ｂ＆Ｇ財団の助成を受

け、Ｂ＆Ｇ津屋崎海洋クラブ、福岡県セーリング連盟が運営に当
たりました。
　ＯＰヨットとは、オプティミスト・ディンキー（楽天家の小型
ヨット）の略。強風下でも安定性がある一人乗りの入門艇で、世
界中で約100カ国、約15万人以上の子どもたちに普及しているス
ポーツです。
　大会には、和歌山県や兵庫県、広島県や鹿児島県、大分県など
からジュニアヨットクラブ所属の小・中学生Ａ級34艇、Ｂ級18
艇、Ｃ級６艇の58人が参加。Ａ級の上位３人には全日本選手権大
会の出場権が与えらました。Ａ級で優勝した北九州ジュニアヨッ
トクラブの西沢秀人さん（13歳）は「宗像の海はきれいだった。
いいレースができたので、この調子を維持して全日本選手権大会
では上位を狙いたい」と抱負を語ってくれました。
＊勝浦浜（かつうらはま）のことを、地元では「かつらはま」と

呼んでいます

■問い合わせ先
� 市民活動推進課文化・スポーツ推進係　☎（36）１５４０

お知らせ

小・中学生58人が競い合う

男女の出会いを応援
８組のカップルが誕生

ＯＰヨット西日本大会
市
　
か
　
ら

都
市
計
画
案
の
縦
覧

市
民
活
動
交
流
ま
つ
り

�

参
加
者
募
集

　
市
で
は
、
作
成
し
た
都
市

計
画
案
の
縦
覧
を
実
施
。
市

民
や
利
害
関
係
の
あ
る
人
は

意
見
書
の
提
出
が
可
能
。
意

見
書
の
要
旨
は
、
市
都
市
計

画
審
議
会
へ
提
出
。

●
縦
覧
期
間
　
８
月
17
日

（
水
）
～
同
31
日
（
水
）

の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時

＊
土
・
日
曜
日
を
除
く

●
縦
覧
場
所
　
都
市
計
画
課

（
本
館
２
階
）

●
概
要
　
都
市
計
画
道
路
の

変
更
（
市
決
定
）
＝
東
郷

駅
北
口
駅
前
広
場
を
含
む

都
市
計
画
道
路
「
３
・

４
・
16
東
郷
駅
前
線
」
の

変
更

●
意
見
書
の
提
出
方
法
　
８

月
31
日
（
水
）
ま
で
に
、

縦
覧
場
所
に
あ
る
「
意
見

書
様
式
」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
都
市
計
画
課

へ
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
提
出
す
る

▽
郵
送
（
〒
８
１
１
・
３
４

９
２
／
住
所
不
要
）

＊
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
31

日
（
水
）
当
日
消
印
有
効

▽
FAX
（
37
）
１
２
４
２

▽
メール tosikei@

city.m
u 

nakata.fukuoka.jp

■
問
い
合
わ
せ
先

第
３
回

む
な
か
た
見
聞
学
講
座

　
天
正
九
（
１
５
８
１
）
年
、

宮
若
市
の
小
金
原
（
こ
が
ね

ば
る
）
で
宗
像
氏
と
立
花
城

督
の
戸
次
道
雪
（
べ
っ
き
ど

う
せ
つ
）
が
死
闘
を
繰
り
広

げ
た
合
戦
。
近
年
の
調
査
で

明
ら
か
に
な
っ
た
県
下
の
城

郭
の
規
模
や
造
り
方
、
分
布

な
ど
の
資
料
を
基
に
、
戦
国

末
期
の
筑
前
国
の
情
況
を
分

析
し
、
宗
像
氏
の
実
態
を
話

し
ま
す
。
入
場
無
料
。
事
前

申
込
不
要
。

●
日
時
　
９
月
10
日
（
土
）

午
前
９
時
40
分
受
付
、
同

10
時
～
正
午
実
施

●
場
所
　
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス

２
階
・
会
議
室
１
・
２

●
内
容
　
天
正
九
年
小
金
原

合
戦

●
講
師
　
中
村
修
身
さ
ん

（
北
部
九
州
中
近
世
城
郭

研
究
会
会
長
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
図
書
館

�

☎
（
37
）
１
３
２
１

　
市
で
は
、
市
民
活
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
広
く
市

民
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
情
報
交

換
や
交
流
を
図
る
た
め
に
、

市
民
手
づ
く
り
の
「
第
３
回

市
民
活
動
交
流
ま
つ
り
」
を

開
催
。
当
日
の
参
加
だ
け
で

な
く
、
ま
つ
り
の
企
画
・
立

案
の
段
階
か
ら
関
わ
る
こ
と

が
で
き
る
参
加
者
を
募
集
。

●
開
催
日
　
平
成
24
年
３
月

10
日
（
土
）、同
11
日
（
日
）

●
場
所
　
市
民
活
動
交
流
館

●
内
容
　
体
験
活
動
、
舞
台

発
表
、
バ
ザ
ー
、
展
示
、

啓
発
活
動
な
ど
を
予
定

●
参
加
要
件
　
10
月
か
ら
月

１
回
程
度
開
催
す
る
会
議

に
参
加
で
き
る
、
市
内
を

拠
点
に
活
動
し
て
い
る
市

民
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
と
個
人

＊
営
利
活
動
団
体
は
不
可

■
申
込
方
法
　
９
月
10
日

（
土
）
ま
で
に
、
市
民
活

動
交
流
室
へ
次
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
申
し
込
む

▽
☎
（
36
）
０
３
１
１

▽
①
住
所
②
氏
名
③
電
話
番

号
④
所
属
団
体
名
を
明
記

し
て
、
ハ
ガ
キ
（
〒
８
１

１
・
３
４
３
７
／
久
原
１

８
０
／
市
民
活
動
交
流
ま

つ
り
参
加
者
募
集
係
）

▽
FAX
（
37
）
４
１
０
１

国
・
県
な
ど
か
ら

海上で熱戦を繰り広げる小・中学生

平
成
23
年
度

�

県
職
員
採
用
試
験

●
種
類
／
採
用
予
定
人
数

▽
短
大
卒
業
程
度
（
Ⅱ
類
）

／
行
政
事
務
50
人
、
学
校

事
務
18
人
、
警
察
事
務
30

人
、
栄
養
士
４
人

▽
高
校
卒
業
程
度
（
Ⅲ
類
）

／
一
般
事
務
30
人
、
学
校

事
務
10
人
、
警
察
事
務
13

人
、
土
木
１
人
、
林
業
２

人
●
受
験
資
格

▽
短
大
卒
業
程
度
（
Ⅱ
類
）

＝
昭
和
61
年
４
月
２
日
～

平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

＊
栄
養
士
は
、
栄
養
士
の
免

許
を
有
す
る
人
か
平
成
24

年
５
月
ま
で
に
免
許
を
取

得
す
る
見
込
み
の
人

▽
高
校
卒
業
程
度
（
Ⅲ
類
）

＝
昭
和
63
年
４
月
２
日
～

平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

＊
大
学
（
短
大
を
除
く
）
で

の
在
学
期
間
が
２
年
を
超

え
る
人
を
除
く

●
申
込
受
付
期
間
　
８
月
15

日
（
月
）
～
同
26
日
（
金
）

＊
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
受

付
は
同
23
日
（
火
）
ま
で

●
第
１
次
試
験
日
　
９
月
25

日
（
日
）

●
試
験
地

▽
短
大
卒
業
程
度
（
Ⅱ
類
）

＝
福
岡
市

▽
高
校
卒
業
程
度
（
Ⅲ
類
）

＝
福
岡
市
、
久
留
米
市
、

飯
塚
市
、
北
九
州
市

＊
詳
し
く
は
配
布
中
の
試

験
案
内
か
県
ＨＰhttp://

w
w

w
.pref.fukuoka.

lg.jp/f20/saiyo.htm
l

で
確
認
を

■
問
い
合
わ
せ
先

県
人
事
委
員
会
事
務
局

任
用
課

☎
０
９
２
（
６
４
３
）
３

９
５
６

平
成
23
年
度

�

行
政
書
士
試
験

●
試
験
日
　
11
月
13
日（
日
）

●
試
験
会
場
　
福
岡
工
業
大

学
（
福
岡
市
東
区
和
白
東

３
・
30
・
１
）

●
試
験
案
内
、
受
験
願
書
の

配
布
方
法
な
ど

▽
郵
送
請
求
＝
８
月
26
日

（
金
）
必
着
で
、（
財
）
行

政
書
士
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
（
〒
１
０
０
・
８
７

７
９
／
郵
便
事
業
株
式
会

社
銀
座
支
店
留
）
へ
請
求

▽
窓
口
配
布
＝
９
月
２
日

（
金
）
ま
で
、
県
庁
、
各

地
区
（
北
九
州
、
筑
豊
、

筑
後
、
京
築
）
県
民
情
報

コ
ー
ナ
ー
、
県
行
政
書
士

会
で
配
布

●
受
験
願
書
受
付
期
間
　
９

月
２
日
（
金
）
ま
で

＊
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
受

付
は
、
同
研
究
セ
ン
タ
ー

ＨＰhttp://gyosei-shi 
ken.or.jp/

で
８
月
30
日

（
火
）
午
後
５
時
ま
で

●
合
格
発
表
日
　
平
成
24
年

１
月
30
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
先

▽
（
財
）
行
政
書
士
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー

☎
03
（
５
２
５
１
）
５
６

０
０

▽
県
市
町
村
支
援
課
行
政
係

☎
０
９
２
（
６
４
３
）
３

０
７
３

　市では、市民団体「ゆ
めみらい宗像」と共催で
６月18日と同19日、「ゆ
めみらいJUNE逢いフェス
タ2011」をグローバルア
リーナで開催しました。
　このイベントは、宗像地
域の健全な男女に出会いの
機会を提供し、少子化の要
因の一つである未婚化や晩

婚化に対する取り組みで、市としては初めて開催しました。
　イベントには、宗像市・福津市に在住、勤務する男女が２日間
で144人参加。初日は希望者限定の婚活セミナーを開催。好感度
アップ術の伝授や懇親会などが開かれました。
　２日目は、ビデオ上映による宗像・福津両市長あいさつなどの
オープニングセレモニーに始まり、レクリエーションで緊張をほ
ぐした後、グループトークでお互いのプロフィールを交換。立食
パーティーやニュースポーツ、アイマスクや妊婦擬似体験などを
通じて男女の交流を深めました。
　そして、お待ちかねの告白タイム。アプローチカードと告白カー
ドを使って互いの意思を確認し、８組のカップルが誕生。会場か
ら大きな拍手で祝福されました。誕生したカップルには、宗像観
光協会をはじめ、地元企業から食事券や海産物などの「婚活応援
優待」の目録が贈られました。
　参加者からは「前日の婚活セミナーで学んだことを生かせて見
事カップルになった」「異性だけでなく同性の友達もできた」「と
ても有意義な時間だった」などたいへん好評でした。
　次回は、11月20日（日）に玄海ロイヤルホテルで開催予定です。

■問い合わせ先　子ども育成課　☎（36）１２１４

レクリエーションを楽しむ参加者

　
都
市
計
画
課

�

☎
（
36
）
１
４
８
４


